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相互受容性の内在化としての認知過程 

川津茂生 無所属（前国際基督教大学教育研究所研究員）  

認知過程は外界の情報の述語的記述が主語的表現により統合されるプロセスである。認知過程で〈述語〉が〈主

語〉に統合されるまでの段階は前論理的であり、論理計算はできない。主語的表現による統合の繰り返しが、自由

な意識の生成の背景にある。この処理様式はニューラルネットワークの自己組織化の拘束条件として機能する。 
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認知過程とは何か 

認知過程は情報処理であり、コンピュータによるシミ
ュレーションが可能であると理解されている（安西・
石崎・大津・波多野・溝口,  1992）。コンピュテーシ
ョンは論理を前提とし、論理は述語と主語の結合を前
提とする。しかし人間の思考では、述語と主語の結合
はつねに成立しているとは言えない。思考において、
主語の不在した状態で、述語的なイメージや言葉のみ
が連想されることがある。そのような思考では、主体
と対象も未分化で、そこから主体と対象が分節化され
る。同時に、述語性のみだった思考は、主体と主語を
獲得していくプロセスへ向かう。同様に、知覚のプロ
セスも、述語的記述が主語的表現により統合されるこ
とにより、述語が主語／主体と結合するプロセスと理
解することができる。注意の特徴統合理論（Treisman 
& Gelade, 1980）における特徴受容を述語的記述と読
み替え、特徴統合を述語的記述の主語的表現による統
合と読み替えると、対象の知覚は、述語が主語によっ
て統合されるプロセスあると解釈できる（川津, 1994; 

2022; 2024a: 2024b）。このような認知過程での述語と
主語の結合は、処理過程において後発的に形成され
る。したがって主語述語の結合を前提とする論理的構
造に基づく論理計算としての情報処理を、認知過程の
基本的メカニズムとすることは再検討が必要である。 

前論理的な原理としての〈受容性〉 

論理を前提せずに、一貫性のある認知過程を説明する
ためには、述語と主語が未結合な〈前論理的〉な場所
にまで遡源し、そこから論理が立ち上がるプロセスを
包括できるより根源的な原理が必要である。川津
（2024a; 2024b）は、感覚知覚における特徴受容を述
語的受容と捉え、それが主語的表現によって統合的に
受容されるとした。このパラダイムでは受容性が一般
的な原理として用いられた。特徴受容が述語的〈受
容〉と理解され、それを〈受容〉するのが主語的表現
であるとされた。さらに述語的受容性は〈分散的受容
性〉と、主語的受容性は〈統合的受容性〉であると理
解された。〈受容性〉原理により、受容性が反復され
て述語と主語の統合を生み出すとされた。 

環境と個体における負のエントロピー

の相互受容性 

受容性の原理で特徴統合の処理過程は説明可能だが、
その妥当性は限定されている。受容性の原理を環境・
個体間の負のエントロピーの授受の場面に遡源するこ
とで(Schrödinger, 2017)、妥当性の範囲は拡大する。
環境と個体は、相互に負のエントロピーを受容し、さ
らにエントロピー減少に参与する。生命が環境から負
のエントロピーを摂取するという理解に基けば、生命
現象とはそもそも環境個体間における負のエントロピ
ーの相互受容性によって成立しているとも言える。偶
然性により局所的に発生した負のエントロピーを持っ
た生態的環境から、負のエントロピーを受容した個体
は、それを助長する方向で活動し、その成果を環境は
個体から受容している。 

相互受容性の個体への内在化 

環境個体間の相互受容性は、個体内で〈受容性の反
復〉の形で内在化される。外界の受容としての述語的
受容性は、個体内でさらなる受容を受ける。個体内で
反復された受容性は、受容性の受容性として重層的高
次化がなされる(川津, 2024a, 2024b)。受容性の重層的
高次化では、〈分散的受容性〉が〈統合的受容性〉に
より統合が反復される。述語的受容性は分散的受容性
として特徴を分散的に受容し、それを主語的表現が統
合的に受容する。この統合は、それ以外の統合の可能
性の確立分布の中から選択された結果であり、確立分
布を見直し再統合し直す可能性が残されている。ま
た、別ルートでの述語的記述の主語的表現による統合
が、別の対象に対してなされており、それによる複数
の主語的統合は並行処理され、より高次の主語的表現
よって統合されることになる。このように感覚知覚に
おける述語的記述の主語的表現による統合を、主語・
述語形式の〈文〉の生成として理解することが可能で
ある。 

主語・述語統合に基づく論理の生成 

特徴統合の多層の並列処理過程では、入力層での特徴
の述語的記述が、出力層で主語的表現によって統合さ
れて、主語述語の統合が成立する。特徴統合としての
視覚的表象の成立は、〈文〉の生成として言語的構造
をもっている。これは、自然言語の記述が視知覚処理
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過程に付加されているという意味ではなく、感覚知覚
自体が本来的に言語的構造を持つのである。重要なこ
とは、主語述語の統合以前では、論理が成立していな
いことである。主語述語の関係が不確定なら、論理は
成立しない。出力層で主語的統合が成立するまでは
〈前論理的〉な状態なのである。自然言語の会話で
も、述語だけが語られ主語が明示的でなければ、発言
内容は論理的に不確定である。発話中に、主語が明示
的に語られて初めて、論理的内容が確定する。同様
に、特徴の述語的記述では主語的表象が確定していな
いので、論理的構造を確定できない。対象の知覚で
は、述語が主語によって統合され表象が〈文〉の形式
で成立し、そこで初めて論理的構造が確定することに
なる。 

〈受容性〉の重層的高次化と主体的意

識の生成 

受容性が重層化されるとき、新しい層はそれ以前の層
を統合的に受容する。いったん統合的受容性としての
働きをした主語的表現は、より高次の主語的表現によ
って統合される際には、手前の段階での述語的記述の
役割を持つことになる。主語的表現による統合的受容
は際限なく重層的高次化がされうる。主語的表現はつ
ねにそれ以前の受容性を内包しつつ、より高次で深化
した主語的表現へと成長する。このメカニズムによ
り、主語性／主体性が際限なく成長することが可能と
なる。この過程が、主語／述語形式の〈文〉の成立・
成長という枠組みで理解可能であるなら、認知過程
が、自然言語とは区別された意味で、本来的に言語的
な構造を持っているということになる。感覚知覚を含
む認知処理がすべて、この意味で言語的構造を保持し
ているとすれば、言語を持たない動物においても、一
切の認知過程は言語的構造を持っているということに
なる。 

言語的構造の構築としてのニューラル

ネットの自己組織化 

脳のニューラルネットワークでは、教師なしで自己組
織化がなされる(甘利・外山,  2000)。自己組織化する
認知過程では、上記のような〈文〉の形式の成立によ
り一定の論理的構造が生成される。より高次の層へ向
かう過程では、再度前論理的性格が登場する。次の層
での高次の主語述語統合の成立により、高次の論理的
構造が生成される。前論理的構造の論理的構造への変
換は、完結することなく反復される。また低次の層の
論理的構造は高次の層の主語的統合に対して論理的拘
束力を持たない。認知過程では、あたかも散文詩人の
創作ように、現実の情報から制約を受けながらも、一
定の自由度をもって新たな〈文〉の統合を選定してい
くのだと言える。前論理性から論理性への変換様式が
多層にわたって反復され重層的高次化されることで、
認知過程は一定の自由を保持することが可能になる。
その自由は、散文詩の創作にも似て、生命個体あるい
は個人の個性的な認知世界を形成する。このメカニズ

ムが、自由な意識を生成していると考えられる。生命
が環境内で行動するとき、自由度をもった主語的表現
の選択により、認知的世界に個性とintegrityが生じ
る。この様式が拘束条件として機能することで、脳の
ニューラルネットの効果的な自己組織化が可能となっ
ていると考えられる。 

Receptivity から Acceptanceへの変貌 

環境と個体間の相互受容性の生物学的に記述における
受容性の概念は、主観的な意味合いを持たない。その
ような客観的な意味での受容性を、receptivity と呼ぶ
ことにする。Receptivity は、それが脳内で内在化され
た形で反復され重層的高次化がなされ、主語述語統合
が一定の自由度を持って生成されることで、次第に主
観的な意味合いを保持した意味での acceptance へと変
貌していく。初めは自然的な意味での receptivity であ
ったが、言語的構造が一定の自由度をもって成長する
ことで、次第に主体的な意味合いを保持した 

acceptance へと変貌することになる。それに随伴し
て、初めは言語的構造の grammatical subject であった
ものが、次第に主体性を保持する agent としての 

subject へ成熟していく。主語述語統合過程の反復
は、反省する自己意識を可能にする。言語的構造の生
成は、主語／主体が高次化するたびに自由度を拡大す
る。脳内で選択的に主語述語統合を形成する、主語的
統合の重層的高次化という処理様式が、自己意識の生
成を様式的に可能にしている。 
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